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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月29日(2016.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コード化テクスチャビュー成分とコード化深度ビュー成分とを含む３次元ビデオ（３Ｄ
Ｖ）ビットストリームからサブビットストリームを抽出する方法であって、
　前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す第１のリストを決定することと、前記ビ
ューは複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュ
ー成分を有する前記前記第１のリストによって示され、、前記複数のターゲットビューは
前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューのサブセットを備え、前記ターゲットビュー
はビデオデコーダによって出力するターゲットである、
　前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す別の第２のリストをけっていすることと
、前記ビューは前記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要である深
度ビュー成分を有する前記第２のリストによって示され、前記第１のリスト及び前記第２
のリストは前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューの異なるサブセットを示す、
　前記第１のリスト及び前記第２のリストに少なくとも部分的に基づいて、前記サブビッ
トストリームを決定することとを備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のリストが、前記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要
であるテクスチャビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューを識別
するビュー識別子を含み、
　前記第２のリストが、前記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要
である深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューを識別するビ
ュー識別子を含み、
　前記第１のリストが、前記第２のリスト内の前記ビュー識別子と異なる１つ以上のビュ
ー識別子を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）が、ビューと、前記ＳＰＳに適用可能なビュー
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成分との間の潜在的依存性を指定し、
　前記第１のリストを決定することが、前記複数のターゲットビュー及び前記ＳＰＳによ
って指定された前記潜在的依存性に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のリストを決
定することを備え、
　前記第２のリストを決定することが、前記複数のターゲットビュー及び前記ＳＰＳによ
って指定された前記潜在的依存性に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のリストを決
定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記３ＤＶビットストリームが一連のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を備え
、前記サブビットストリームを決定することが、前記第１のリスト又は前記第２のリスト
がＮＡＬ単位のビュー識別子を指定するかどうかに少なくとも部分的に基づいて、前記３
ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のリストと前記第２のリストとを決定することが、
　前記複数のターゲットビュー内のアンカーピクチャを復号するために必要であるテクス
チャビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示すアンカーテクスチ
ャターゲットビューリストを決定することと、
　前記複数のターゲットビュー内の非アンカーピクチャを復号するために必要であるテク
スチャビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す非アンカーテク
スチャターゲットビューリストを決定することと、
　前記複数のターゲットビュー内の前記アンカーピクチャを復号するために必要である深
度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示すアンカー深度ターゲ
ットビューリストを決定することと、
　前記複数のターゲットビュー内の前記非アンカーピクチャを復号するために必要である
深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す非アンカー深度タ
ーゲットビューリストを決定することとを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することが
、
　前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が深度ビュー
成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記アンカーテクスチャターゲットビューリ
ストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基
づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定する
ことと、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するＮＡＬ単位が、深度ビュー成分に
対するコード化スライス拡張をカプセル化する、
　前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビ
ュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記非アンカーテクスチャターゲットビ
ューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分
的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決
定することとを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することが
、
　前記ＮＡＬ単位のヘッダ内のアンカーピクチャフラグシンタックス要素が１に等しく、
前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のＮＡＬ単位タイプシンタックス要素が２１に等しくなく
、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のビュー識別子シンタックス要素が前記アンカーテ
クスチャターゲットビューリスト内のビューのビュー識別子に等しいとき、前記ＮＡＬ単
位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定することと、
　前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記アンカーピクチャフラグシンタックス要素が０に
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等しく、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ＮＡＬ単位タイプシンタックス要素が２１
に等しくなく、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ビュー識別子シンタックス要素
が前記非アンカーテクスチャターゲットビューリスト内のビューのビュー識別子に等しい
とき、前記ＮＡＬ単位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定する
こととを備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することが
、
　前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が深度ビュー
成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記アンカー深度ターゲットビューリストが
前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基づいて
、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することと
、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するＮＡＬ単位が、深度ビュー成分に対する
コード化スライス拡張をカプセル化する、
　前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビ
ュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記非アンカー深度ターゲットビューリ
ストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基
づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定する
こととを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することが
、
　前記ＮＡＬ単位のヘッダ内のアンカーピクチャフラグシンタックス要素が１に等しく、
前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のＮＡＬ単位タイプシンタックス要素が２１に等しく、か
つ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のビュー識別子シンタックス要素が前記アンカー深度タ
ーゲットビューリスト内のビューのビュー識別子に等しいとき、前記ＮＡＬ単位が前記３
ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定することと、
　前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記アンカーピクチャフラグシンタックス要素が０に
等しく、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ＮＡＬ単位タイプシンタックス要素が２１
に等しく、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ビュー識別子シンタックス要素が前
記非アンカー深度ターゲットビューリスト内のビューのビュー識別子に等しいとき、前記
ＮＡＬ単位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定することとを備
える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　コンテンツ配信ネットワーク（ＣＤＮ）装置によって実行される、請求項１に記載の方
法。
【請求項１１】
　３次元ビデオ（３ＤＶ）ビットストリーム内のビューを示す第１のリストを決定するた
めの手段と、前記ビューは複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要で
あるテクスチャビュー成分を有する前記第１のリストによって示され、前記複数のターゲ
ットビューは前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューのサブセットを備え、前記ター
ゲットビューはビデオデコーダによって出力するターゲットであり、前記３ＤＶビットス
トリームはコード化されたテクスチャビュー成分とコード化された深度ビュー成分とを含
む、
　前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す別の第２のリストを決定するための手段
と、前記ビューは前記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要である
深度ビュー成分を有する前記第２のリストによって示され、前記第１のリスト及び前記第
２のリストは前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューの異なるサブセットを示す、
　前記第１のリスト及び前記第２のリストに少なくとも部分的に基づいて、サブビットス
トリームを決定するための手段とを備える、装置。
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【請求項１２】
　前記３ＤＶビットストリームが一連のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を備え
、前記サブビットストリームを決定するための前記手段が、前記第１のリスト又は前記第
２のリストがＮＡＬ単位のビュー識別子を指定するかどうかに少なくとも部分的に基づい
て、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定するため
の手段を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１のリストを決定するための前記手段が、
　前記複数のターゲットビュー内のアンカーピクチャを復号するために必要であるテクス
チャビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示すアンカーテクスチ
ャターゲットビューリストを決定するための手段と、
　前記複数のターゲットビュー内の非アンカーピクチャを復号するために必要であるテク
スチャビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す非アンカーテク
スチャターゲットビューリストを決定するための手段と、
　前記複数のターゲットビュー内の前記アンカーピクチャを復号するために必要である深
度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示すアンカー深度ターゲ
ットビューリストを決定するための手段と、
　深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す非アンカー深度
ターゲットビューリストを決定するための手段と、を備え、前記深度ビュー成分は前記複
数のターゲットビュー内の前記非アンカーピクチャを復号するために必要である、請求項
１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定するための
前記手段が、
　前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が深度ビュー
成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記アンカーテクスチャターゲットビューリ
ストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基
づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定する
ための手段と、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するＮＡＬ単位が、深度ビュー
成分に対するコード化スライス拡張をカプセル化する、
　前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビ
ュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記非アンカーテクスチャターゲットビ
ューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分
的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決
定するための手段とを備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、装置の１つ以上のプ
ロセッサによって実行されるとき、
　３ＤＶビットストリーム内のビューを示す第１のリストを決定することと、前記ビュー
は複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成
分を有する前記第１のリストによって示され、前記複数のターゲットビューは前記３ＤＶ
ビットストリーム内の前記ビューのサブセットを備え、前記ターゲットビューはビデオデ
コーダによって出力するターゲットであり、前記３ＤＶビットストリームはコード化され
たテクスチャビュー成分とコード化された深度ビュー成分とを含む、
　前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す別の第２のリストを決定することと、前
記ビューは前記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要である深度ビ
ュー成分を有する前記第２のリストによって示され、前記第１のリスト及び前記第２のリ
ストは前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューの異なるサブセットを示す、
　前記第１のリスト及び前記第２のリストに少なくとも部分的に基づいて、サブビットス
トリームを決定することとを行うように前記装置を設定する、コンピュータ可読記憶媒体
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。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４１】
　[0233]様々な例について説明した。これら及び他の例は以下の特許請求の範囲内に入る
。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　コード化テクスチャビュー成分とコード化深度ビュー成分とを含む３次元ビデ
オ（３ＤＶ）ビットストリームからサブビットストリームを抽出する方法であって、複数
のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成分を有
する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示すテクスチャターゲットビューリストを
決定することと、前記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要である
深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す深度ターゲットビ
ューリストを決定することと、前記テクスチャターゲットビューリスト及び前記深度ター
ゲットビューリストに少なくとも部分的に基づいて、前記サブビットストリームを決定す
ることとを備える、方法。
　［２］　前記テクスチャターゲットビューリストが、前記複数のターゲットビュー内の
ピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成分を有する前記３ＤＶビットス
トリーム内の前記ビューを識別するビュー識別子を含み、前記深度ターゲットビューリス
トが、前記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要である深度ビュー
成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューを識別するビュー識別子を含み
、前記テクスチャターゲットビューリストが、前記深度ターゲットビューリスト内の前記
ビュー識別子と異なる１つ以上のビュー識別子を含む、［１］に記載の方法。
　［３］　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）が、ビューと、前記ＳＰＳに適用可能
なビュー成分との間の潜在的依存性を指定し、前記テクスチャターゲットビューリストを
決定することが、前記複数のターゲットビュー及び前記ＳＰＳによって指定された前記潜
在的依存性に少なくとも部分的に基づいて、前記テクスチャターゲットビューリストを決
定することを備え、前記深度ターゲットビューリストを決定することが、前記複数のター
ゲットビュー及び前記ＳＰＳによって指定された前記潜在的依存性に少なくとも部分的に
基づいて、前記深度ターゲットビューリストを決定することを備える、［１］に記載の方
法。
　［４］　前記３ＤＶビットストリームが一連のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単
位を備え、前記サブビットストリームを決定することが、前記テクスチャターゲットビュ
ーリスト又は前記深度ターゲットビューリストがＮＡＬ単位のビュー識別子を指定するか
どうかに少なくとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位
を除去するかどうかを決定することを備える、［１］に記載の方法。
　［５］　前記テクスチャターゲットビューリストと前記深度ターゲットビューリストと
を決定することが、前記複数のターゲットビュー内のアンカーピクチャを復号するために
必要であるテクスチャビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す
アンカーテクスチャターゲットビューリストを決定することと、前記複数のターゲットビ
ュー内の非アンカーピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成分を有する
前記ビットストリーム内のビューを示す非アンカーテクスチャターゲットビューリストを
決定することと、前記複数のターゲットビュー内の前記アンカーピクチャを復号するため
に必要である深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示すアン
カー深度ターゲットビューリストを決定することと、前記複数のターゲットビュー内の前
記非アンカーピクチャを復号するために必要である深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビ
ットストリーム内のビューを示す非アンカー深度ターゲットビューリストを決定すること
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とを備える、［４］に記載の方法。
　［６］　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定す
ることが、前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が深
度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記アンカーテクスチャターゲット
ビューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部
分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを
決定することと、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するＮＡＬ単位が、深度ビュ
ー成分に対するコード化スライス拡張をカプセル化する、前記ＮＡＬ単位がアンカーピク
チャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属す
るかどうかと、前記非アンカーテクスチャターゲットビューリストが前記ＮＡＬ単位の前
記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビット
ストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することとを備える、［５］に
記載の方法。
　［７］　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定す
ることが、前記ＮＡＬ単位のヘッダ内のアンカーピクチャフラグシンタックス要素が１に
等しく、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のＮＡＬ単位タイプシンタックス要素が２１に等
しくなく、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のビュー識別子シンタックス要素が前記ア
ンカーテクスチャターゲットリスト内のビューのビュー識別子に等しいとき、前記ＮＡＬ
単位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定することと、前記ＮＡ
Ｌ単位の前記ヘッダ内の前記アンカーピクチャフラグシンタックス要素が０に等しく、前
記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ＮＡＬ単位タイプシンタックス要素が２１に等しくな
く、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ビュー識別子シンタックス要素が前記非ア
ンカーテクスチャターゲットリスト内のビューのビュー識別子に等しいとき、前記ＮＡＬ
単位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定することとを備える、
［６］に記載の方法。
　［８］　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定す
ることが、前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が深
度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記アンカー深度ターゲットビュー
リストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に
基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定す
ることと、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するＮＡＬ単位が、深度ビュー成分
に対するコード化スライス拡張をカプセル化する、前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに
属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかど
うかと、前記非アンカー深度ターゲットビューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別
子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームか
ら前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することとを備える、［５］に記載の方法。
　［９］　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定す
ることが、前記ＮＡＬ単位のヘッダ内のアンカーピクチャフラグシンタックス要素が１に
等しく、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のＮＡＬ単位タイプシンタックス要素が２１に等
しく、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のビュー識別子シンタックス要素が前記アンカ
ー深度ターゲットリスト内のビューのビュー識別子に等しいとき、前記ＮＡＬ単位が前記
３ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定することと、前記ＮＡＬ単位の前
記ヘッダ内の前記アンカーピクチャフラグシンタックス要素が０に等しく、前記ＮＡＬ単
位の前記ヘッダ内の前記ＮＡＬ単位タイプシンタックス要素が２１に等しく、かつ前記Ｎ
ＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ビュー識別子シンタックス要素が前記非アンカー深度ター
ゲットリスト内のビューのビュー識別子に等しいとき、前記ＮＡＬ単位が前記３ＤＶビッ
トストリームから除去されるべきものと決定することとを備える、［８］に記載の方法。
　［１０］　コンテンツ配信ネットワーク（ＣＤＮ）装置によって実行される、［１］に
記載の方法。
　［１１］　１つ以上のプロセッサを備えた装置であって、複数のターゲットビュー内の
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ピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成分を有し、コード化されたテク
スチャビュー成分とコード化された深度ビュー成分とを含む３次元ビデオ（３ＤＶ）ビッ
トストリーム内のビューを示すテクスチャターゲットビューリストを決定することと、前
記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要である深度ビュー成分を有
する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す深度ターゲットビューリストを決定す
ることと、前記テクスチャターゲットビューリスト及び前記深度ターゲットビューリスト
に少なくとも部分的に基づいて、前記サブビットストリームを決定することとを行うよう
に構成された、装置。
　［１２］　前記テクスチャターゲットビューリストが、前記複数のターゲットビュー内
のピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成分を有する前記３ＤＶビット
ストリーム内の前記ビューを識別するビュー識別子を含み、前記深度ターゲットビューリ
ストが、前記複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要である深度ビュ
ー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内の前記ビューを識別するビュー識別子を含
み、前記テクスチャターゲットビューリストが、前記深度ターゲットビューリスト内の前
記ビュー識別子と異なる１つ以上のビュー識別子を含む、［１１］に記載の装置。
　［１３］　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）が、ビューと、前記ＳＰＳに適用可
能なビュー成分との間の潜在的依存性を指定し、前記１つ以上のプロセッサが、　前記テ
クスチャターゲットビューリストを決定することが前記複数のターゲットビュー及び前記
ＳＰＳによって指定された前記潜在的依存性に少なくとも部分的に基づいて、前記テクス
チャターゲットビューリストを決定することとを備え、前記深度ターゲットビューリスト
を決定することが前記複数のターゲットビュー及び前記ＳＰＳによって指定された前記潜
在的依存性に少なくとも部分的に基づいて、前記深度ターゲットビューリストを決定する
ことを備えるように構成される、［１１］に記載の装置。
　［１４］　前記３ＤＶビットストリームが一連のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）
単位を備え、前記１つ以上のプロセッサが、前記テクスチャターゲットビューリスト又は
前記深度ターゲットビューリストがＮＡＬ単位のビュー識別子を指定するかどうかに少な
くとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するか
どうかを決定するように構成される、［１１］に記載の装置。
　［１５］　前記１つ以上のプロセッサが、前記複数のターゲットビュー内のアンカーピ
クチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成分を有する前記３ＤＶビットスト
リーム内のビューを示すアンカーテクスチャターゲットビューリストを決定することと、
前記複数のターゲットビュー内の非アンカーピクチャを復号するために必要であるテクス
チャビュー成分を有する前記ビットストリーム内のビューを示す非アンカーテクスチャタ
ーゲットビューリストを決定することと、前記複数のターゲットビュー内の前記アンカー
ピクチャを復号するために必要である深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリー
ム内のビューを示すアンカー深度ターゲットビューリストを決定することと、前記複数の
ターゲットビュー内の前記非アンカーピクチャを復号するために必要である深度ビュー成
分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示す非アンカー深度ターゲットビュ
ーリストを決定することとを行うように構成される、［１４］に記載の装置。
　［１６］　前記１つ以上のプロセッサが、前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属する
かどうかと、前記ＮＡＬ単位が深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前
記アンカーテクスチャターゲットビューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指
定するかどうかとに少なくとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記
ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することと、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプ
に属するＮＡＬ単位が、深度ビュー成分に対するコード化スライス拡張をカプセル化する
、前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビ
ュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記非アンカーテクスチャターゲットビ
ューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分
的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決
定することとを行うように構成される、［１５］に記載の装置。



(8) JP 2015-513261 A5 2016.3.17

　［１７］　前記１つ以上のプロセッサが、前記ＮＡＬ単位のヘッダ内のアンカーピクチ
ャフラグシンタックス要素が１に等しく、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のＮＡＬ単位タ
イプシンタックス要素が２１に等しくなく、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のビュー
識別子シンタックス要素が前記アンカーテクスチャターゲットリスト内のビューのビュー
識別子に等しいとき、前記ＮＡＬ単位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべき
ものと決定することと、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記アンカーピクチャフラグシ
ンタックス要素が０に等しく、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ＮＡＬ単位タイプシ
ンタックス要素が２１に等しくなく、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ビュー識
別子シンタックス要素が前記非アンカーテクスチャターゲットリスト内のビューのビュー
識別子に等しいとき、前記ＮＡＬ単位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべき
ものと決定することとを行うように構成される、［１６］に記載の装置。
　［１８］　前記１つ以上のプロセッサが、前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属する
かどうかと、前記ＮＡＬ単位が深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前
記アンカー深度ターゲットビューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定する
かどうかとに少なくとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ
単位を除去するかどうかを決定することと、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属す
るＮＡＬ単位が、深度ビュー成分に対するコード化スライス拡張をカプセル化する、前記
ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビュー成
分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記非アンカー深度ターゲットビューリストが
前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基づいて
、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することと
を行うように構成される、［１５］に記載の装置。
　［１９］　前記１つ以上のプロセッサが、前記ＮＡＬ単位のヘッダ内のアンカーピクチ
ャフラグシンタックス要素が１に等しく、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のＮＡＬ単位タ
イプシンタックス要素が２１に等しく、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内のビュー識別
子シンタックス要素が前記アンカー深度ターゲットリスト内のビューのビュー識別子に等
しいとき、前記ＮＡＬ単位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定
することと、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記アンカーピクチャフラグシンタックス
要素が０に等しく、前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ＮＡＬ単位タイプシンタックス
要素が２１に等しく、かつ前記ＮＡＬ単位の前記ヘッダ内の前記ビュー識別子シンタック
ス要素が前記非アンカー深度ターゲットリスト内のビューのビュー識別子に等しいとき、
前記ＮＡＬ単位が前記３ＤＶビットストリームから除去されるべきものと決定することと
を行うように構成される、［１８］に記載の装置。
　［２０］　コンテンツ配信ネットワーク（ＣＤＮ）装置である、［１１］に記載の装置
。
　［２１］　複数のターゲットビュー内のピクチャを復号するために必要であるテクスチ
ャビュー成分を有し、コード化されたテクスチャビュー成分とコード化された深度ビュー
成分とを含む３次元ビデオ（３ＤＶ）ビットストリーム内のビューを示すテクスチャター
ゲットビューリストを決定するための手段と、前記複数のターゲットビュー内のピクチャ
を復号するために必要である深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビ
ューを示す深度ターゲットビューリストを決定するための手段と、前記テクスチャターゲ
ットビューリスト及び前記深度ターゲットビューリストに少なくとも部分的に基づいて、
前記サブビットストリームを決定するための手段とを備える、装置。
　［２２］　前記３ＤＶビットストリームが一連のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）
単位を備え、前記サブビットストリームを決定するための前記手段が、前記テクスチャタ
ーゲットビューリスト又は前記深度ターゲットビューリストがＮＡＬ単位のビュー識別子
を指定するかどうかに少なくとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前
記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定するための手段を備える、［２１］に記載の装置
。
　［２３］　前記テクスチャターゲットビューリストを決定するための前記手段が、前記
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複数のターゲットビュー内のアンカーピクチャを復号するために必要であるテクスチャビ
ュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示すアンカーテクスチャター
ゲットビューリストを決定するための手段と、前記複数のターゲットビュー内の非アンカ
ーピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成分を有する前記ビットストリ
ーム内のビューを示す非アンカーテクスチャターゲットビューリストを決定するための手
段と、前記複数のターゲットビュー内の前記アンカーピクチャを復号するために必要であ
る深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示すアンカー深度タ
ーゲットビューリストを決定するための手段と、前記複数のターゲットビュー内の前記非
アンカーピクチャを復号するために必要である深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビット
ストリーム内のビューを示す非アンカー深度ターゲットビューリストを決定するための手
段とを備える、［２２］に記載の装置。
　［２４］　前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定
するための前記手段が、前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記Ｎ
ＡＬ単位が深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記アンカーテクスチ
ャターゲットビューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに
少なくとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去す
るかどうかを決定するための手段と、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するＮＡ
Ｌ単位が、深度ビュー成分に対するコード化スライス拡張をカプセル化する、前記ＮＡＬ
単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビュー成分ＮＡ
Ｌ単位タイプに属するかどうかと、前記非アンカーテクスチャターゲットビューリストが
前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基づいて
、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定するための
手段とを備える、［２３］に記載の装置。
　［２５］　命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、装置の１
つ以上のプロセッサによって実行されるとき、複数のターゲットビュー内のピクチャを復
号するために必要であるテクスチャビュー成分を有し、コード化されたテクスチャビュー
成分とコード化された深度ビュー成分とを含む３ＤＶビットストリーム内のビューを示す
テクスチャターゲットビューリストを決定することと、前記複数のターゲットビュー内の
ピクチャを復号するために必要である深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリー
ム内のビューを示す深度ターゲットビューリストを決定することと、前記テクスチャター
ゲットビューリスト及び前記深度ターゲットビューリストに少なくとも部分的に基づいて
、前記サブビットストリームを決定することとを行うように前記装置を設定する、コンピ
ュータ可読記憶媒体。
　［２６］　前記３ＤＶビットストリームが一連のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）
単位を備え、前記命令が、前記テクスチャターゲットビューリスト又は前記深度ターゲッ
トビューリストがＮＡＬ単位のビュー識別子を指定するかどうかに少なくとも部分的に基
づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定する
ように前記装置を設定する、［２５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　［２７］　前記命令が、前記複数のターゲットビュー内のアンカーピクチャを復号する
ために必要であるテクスチャビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビュー
を示すアンカーテクスチャターゲットビューリストを決定することと、前記複数のターゲ
ットビュー内の非アンカーピクチャを復号するために必要であるテクスチャビュー成分を
有する前記ビットストリーム内のビューを示す非アンカーテクスチャターゲットビューリ
ストを決定することと、前記複数のターゲットビュー内の前記アンカーピクチャを復号す
るために必要である深度ビュー成分を有する前記３ＤＶビットストリーム内のビューを示
すアンカー深度ターゲットビューリストを決定することと、前記複数のターゲットビュー
内の前記非アンカーピクチャを復号するために必要である深度ビュー成分を有する前記３
ＤＶビットストリーム内のビューを示す非アンカー深度ターゲットビューリストを決定す
ることとを行うように前記装置を設定する、［２６］に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。



(10) JP 2015-513261 A5 2016.3.17

　［２８］　前記命令が、前記ＮＡＬ単位がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記
ＮＡＬ単位が深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するかどうかと、前記アンカーテクス
チャターゲットビューリストが前記ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかと
に少なくとも部分的に基づいて、前記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去
するかどうかを決定することと、前記深度ビュー成分ＮＡＬ単位タイプに属するＮＡＬ単
位が、深度ビュー成分に対するコード化スライス拡張をカプセル化する、前記ＮＡＬ単位
がアンカーピクチャに属するかどうかと、前記ＮＡＬ単位が前記深度ビュー成分ＮＡＬ単
位タイプに属するかどうかと、前記非アンカーテクスチャターゲットビューリストが前記
ＮＡＬ単位の前記ビュー識別子を指定するかどうかとに少なくとも部分的に基づいて、前
記３ＤＶビットストリームから前記ＮＡＬ単位を除去するかどうかを決定することとを行
うように前記装置を構成する、［２７］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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